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2022 年 2 月 21 日 
報道機関 各位

東北大学東北メディカル・メガバンク機構

【発表のポイント】

 日本国内のコホート調査*1 で保有する情報のサマリーを、一括して閲覧可能な

コホート横断検索システムカタログを公開しました。

 公開したのは「東北メディカル・メガバンク計画」「PRISM 認知症プロジェ

クト」「NIBIOHN マイクロバイオームプロジェクト」（P.5【参考】）が収

集するデータ項目で、今後順次拡大予定です。

 国内のコホート情報を相互に利活用することで膨大で多様なデータでの解析が

可能となり、一人ひとりの体質に合わせた個別化ヘルスケアの実現に貢献しま

す。

【概要】

ヘルスケア産業領域では、国内に数多くあるコホート・バイオバンクのデータの

有効活用が期待されていますが、企業のニーズ調査から、どこにどのようなデータ

があるかなど各コホートのデータを横断して検索するシステムの開発が必要である

ことが明らかになっていました。今回、東北大学東北メディカル・メガバンク機構

の研究グループは、コホート横断検索システムを研究開発し、最初に東北メディカ

ル・メガバンク計画で収集している5カテゴリ、2,092項目にのぼるデータ、PRISM
認知症プロジェクトの 11 カテゴリ、38,291 項目にのぼるデータ、そして、

NIBIOHN マイクロバイオームプロジェクトの 6 カテゴリ、1,917 項目にのぼるデー

タのカタログを本日公開いたしました。本カタログは、インターネット上でどなた

でも利活用することができます。

コホート横断検索システムカタログは、産業界のニーズ調査にそって必要性の高

い項目を一覧できるように設計されており、本格的な運用が開始された暁には我が

国の多くのコホートで収集されたデータを産業利用する基盤となることが期待され

ます。

コホート横断検索システムカタログの公開
～国内コホート調査情報の横断的な検索に向けて～
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【詳細】 
＜背景＞ 
日本政府が決定している「バイオ戦略 2019～国内外から共感されるバイオコミュ

ニティの形成に向けて～（令和元年 6 月 11 日 統合イノベーション戦略推進会議決

定）」によれば、実現したい社会像として、「医療とヘルスケアが連携した末永く

社会参加できる社会」が掲げられています。さらにそのための具体的な取組として、

「バイオとデジタルの融合のためのデータ基盤の整備」が必要としたうえで、「大

規模統合コホート・バイオバンクの構築」の中で、「健常⼈コホート等の実施主体

が連携し、データを統合・強化する大規模健常人コホート・バイオバンクの構築」、

「健常人コホート・バイオバンクについては、多様な分野において、科学的エビデ

ンスに基づいたサービスを提供できる環境を整備」することが明記されました。 
このような政策的位置付けの中で、東北大学東北メディカル・メガバンク機構は、

2019 年度から官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）バイオ技術領域において、

「次世代バイオデータ基盤の構築に向けたデータ連携の概念実証」の課題に取り組

んでいます。特に、2020 年度に実施した調査研究（産業界におけるコホート・バイ

オバンクの利活用のニーズ調査等）において、コホートの産業利用促進策を取りま

とめ、その中で、コホート横断検索システム等の基盤の整備が必要であるとしまし

た。また、同調査の中で産業界のニーズ把握に努めたところ、関心のあるデータ項

目としては、睡眠やストレス・うつ、運動、飲酒、喫煙などの生活習慣、食習慣、

罹患歴、検体検査値、マイクロバイオーム情報、メタボローム情報、体重、BMI、
体脂肪率などであることがわかっています。 
コホート横断検索システムカタログの構築は PRISM 予算を活用し、厚生労働科学

研究費補助金（政策科学総合研究事業（臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研

究事業））21AC5003 で実施しています。 
 

＜詳細＞ 
PRISM 事業でマイクロバイオームを対象にした研究を行っている「PRISM 認知

症プロジェクト」「NIBIOHN マイクロバイオームプロジェクト」および「東北メ

ディカル・メガバンク計画」は協力関係を構築し、この度「コホート横断検索シス

テムカタログ」を公開いたしました。情報はコホート毎に掲載しており、それぞれ

のコホートの搭載情報の一覧は以下となります。 
 

●PRISM 認知症プロジェクト 
【特徴】認知症に関与するマイクロバイオーム・バイオマーカー解析 

基本情報 30 項目 
検体検査 72 項目 
バイタル 6 項目 
調査票（食事, 睡眠日誌, 採便時等）   3,457 項目 
認知機能検査（Q-ESD, Mini-Cog） 19 項目 
認知機能   17 項目 
睡眠変数 112 項目 
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自律神経 68 項目 
マイクロバイオーム 34,432 項目 
サイトカイン解析 17 項目 
ゲノム・オミックス情報 2 項目 
 

 
●NIBIOHN マイクロバイオームプロジェクト 
【特徴】「健常人マイクロバイオーム情報基盤の構築」ならびに「糖尿病個別化

予防を加速するマイクロバイオーム解析 AI の開発」 
基本情報 6 項目 
調査票（食事, 対象者特性, ライフスタイル, 当日排便状況） 1,282 項目 
メディカル  363 項目 
フィットネス 9 項目 
分子情報 代謝物 228 項目 
分子情報 免疫因子  29 項目 

 
●東北メディカル・メガバンク計画 
【特徴】15 万人の一般住民に幅広い項目の健康調査を実施。ゲノム・オミックス

解析結果を含む 
基本情報 2 項目 
検体検査 血液学的, 生化学的, 免疫学的検査, 尿検査  88 項目 
調査票 生活, 食, タブレット調査票 1,585 項目 
生理機能検査 401 項目 
特定健診 16 項目 

 
 
【今後の展望】 
現在、PRISM バイオ技術領域の本施策と、「糖尿病個別化予防を加速するマイク

ロバイオーム解析 AI の開発」、「認知症に関与するマイクロバイオーム・バイオマ

ーカー解析」の施策のコホートのデータの横断検索システムの構築に取り組んでお

り、今後拡大していく予定です。また、将来的には、国内の各コホートデータの横

断検索システムの構築を目指しています。 
 
 
【コホート横断検索システムの情報】 
サイト名：コホート横断検索システムカタログ 
言語：日本語 
URL: https://cohort-search.megabank.tohoku.ac.jp/catalogue/ 
 

 
  

https://cohort-search.megabank.tohoku.ac.jp/catalogue/
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●トップページ 

 
 
●検索ページ 
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【参考】 
＜PRISM＞ 
 PRISM は、平成 28 年 12 月に総合科学技術・イノベーション会議と経済財政諮問

会議が合同で取りまとめた「科学技術イノベーション官民投資拡大イニシアティブ」

に基づき、600 兆円経済の実現に向けた最大のエンジンである科学技術イノベーシ

ョンの創出に向け、官民の研究開発投資の拡大等を目指して、平成 30 年度に創設さ

れた制度です。総合科学技術・イノベーション会議が政府全体の科学技術イノベー

ション政策の司令塔として、民間の研究開発投資誘発効果の高い領域（ターゲット

領域）に各府省の施策を誘導し、それらの施策の連携を図るとともに、必要に応じ

て、追加の予算を配分することにより、領域全体としての方向性を持った研究開発

を推進します。 
 
＜東北メディカル・メガバンク計画＞ 
東北メディカル・メガバンク計画は、東日本大震災からの復興と、個別化予防・

医療の実現を目指しています。東北大学東北メディカル・メガバンク機構と岩手医

科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構を実施機関として、東日本大震災被

災地の医療の創造的復興および被災者の健康増進に役立てるために、平成 25 年より

合計 15 万人規模の地域住民コホート調査および三世代コホート調査等を実施して、

試料・情報を収集したバイオバンクを整備しています。本計画については、平成 27
年度より、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）が研究支援担当機関

の役割を果たしています。 
東北大学東北メディカル・メガバンク機構 https://www.megabank.tohoku.ac.jp/ 

 
＜PRISM 認知症プロジェクト＞ 
プロジェクト代表者 山本（前田）万里 
プロジェクト代表機関 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 
認知症の早期発見・評価技術開発、認知症予防食品の開発は、決定的なものがな

く健康寿命延伸を阻止する大きな要因となっていました。そこで、健常者（未病者

を含む）および認知症罹患者の認知症に関わるバイオマーカー、エピゲノム、マイ

クロバイオーム等を解析して、関連する細菌、バイオマーカーを明らかにし、デー

タベースに集約するとともに、早期発見・予防、機能性食品開発に生かして健康寿

命の延伸に資することを目標に研究を進めています。 
 
＜NIBIOHN マイクロバイオームプロジェクト＞ 
プロジェクト代表者 國澤 純 
プロジェクト代表機関 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 
 医薬基盤・健康・栄養研究所では、日本人健常者のデータベースの構築を進めて

おり、PRISM 事業においては本データベースを拡充するとともに、糖尿病患者を対

象にした同様の解析を遂行し、糖尿病予防・改善に関連する有用微生物のゲノム解

析ならびに微生物が作り出す有用代謝物であるポストバイオティクスを探索・選定

いたします。さらに生産システムの開発や代替食品の探索・開発を行うことで、糖

尿病など生活習慣病を対象とするヘルスケア産業の加速度的発展・拡充を図ります。

https://www.megabank.tohoku.ac.jp/
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また、他のコホートと連携し、データ連結・比較することで、糖尿病など生活習慣

病の個別化/層別化予防やヘルスケア製品開発につながるデータベースならびに人工

知能の機能強化を進めます。 
 
 
【用語解説】 
*1  コホート調査 ： 一定の集団を対象に長期に渡って生活習慣と疾患の発症につい

て調査することで、生活習慣または特定の事象の暴露と疾患発症リスクとの関係

を解析するための分析疫学の一手法。 
 
 
 

 

 

 

【お問い合わせ先】 
（研究に関すること） 
東北大学東北メディカル・メガバンク機構 
個別化予防・疫学分野  教授  
寳澤 篤（ほうざわ あつし） 
電話番号：022-273-6212  
E メール：hozawa@megabank.tohoku.ac.jp 
 
（報道に関すること） 
東北大学東北メディカル・メガバンク機構 
長神 風二（ながみ ふうじ） 
電話番号：022-717-7908 
ファクス：022-717-7923 
E メール： pr@megabank.tohoku.ac.jp 


